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グローバルなネットワークコンピューティングの実現

日立製作所は,ネットワーク中心の時代に即した情報処王里システムのグローバルな展開と,時間･場所を選ばないシームレスなコンピューテ

ィング環境を実現していく｡

近年,インターネットを中心とする情報処三哩技術の向

上と普及により,社会や企業の状況が大きく変化してき

ている｡情報処理システムを用いたアプリケーションも

広範に及び,企業や一般消雪者までも含めた電子商取引

や,家庭へのサービスを前提にした公共サービスなども

現実のものになりつつある｡企業システムでは,情報処

理システムを使った高度なサービスの提供,柔軟な最新

の社会状況への対応,意思決定の早期実現化が企業の成

否にかかわっている｡特に,ここ1,2年の間のインタ

ーネット技術の利用,普及は全世界規模にまで広がり,

さまざまな変化をもたらしている｡

日立製作所の``FOREFRONTwithCyberspace''1)で

は,従来のオープンミドルウェアの技術蓄積,開発経験

を年かし,分散オブジェクトやJava漁1)に代表される新し

いソフトウェア利用技術を駆使して,こうした時代にマ

ッチしたシステムアーキテクチャを実現しており,これ

からの情報社会のインフラストラクチャーとして,新し

いアプリケーションや高度な企業システムニーズを支え

ていく｡
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1.はじめに

インターネット,イントラネット,エクストラネット

の急速な普及は,企業から個人に至るまでそのコンピュ

ーティング環境に大きな影響をもたらし,新しい技術や

製品が次々と提供されている｡ウェブ専用端末である

NC(Network Computer)やインターネット専用の言語

であるJavaなどがその代表であり,情報システムはネッ

トワークコンピューティングの時代になった｡

口立製作所が提唱する"FOREFRONT with Cyber-

space''は,ネットワーク全体を一つのコンピューティン

グ環境とする,情報システムを実現するためのコンセプ

トである｡企業あるいは個人がさまざまな資源を利悶し,

括勤していくうえで,分散環境でのシームレスなコンビ

ューティン環境の実現はますます重要となる｡インター

ネット時代になり,これまでの分散コンピューティング

技術が実用段階に入ったものといえる｡

ここでは,FOREFRONTwithCyberspaceを実現す

るシステムアーキテクチャのうちソフトウェアを中心と

したアーキテクチャについて述べる｡

2.情報処理システムの将来

企業内では,インターネット技術による企業内情報シ

ステムを実現する,いわゆるイントラネットを構成する

さまざまなサーバが,用途に応じて構築される(図1参

照)｡企業･組織情報システムは,企業･組織内に閉じる

ことなく,他の企業や一般消費者などとの間でダイナ

ミックに接続されることが求められる｡その例を次に示す｡

(1)インターネットを利用した特定企業間システム

(2)ビジネスの発生に応じて,最適な複数の異なる企業

組織が一時的に一企業として活動するようなバーチャル

コーポレーション

(3)電子商取引,公共サービスのような不特定多数のユ

ーザーに対するサービスの提供

このようなシステムでは,必要なときに,必要な組織,

人との間で垂加勺にコミュニケーションを行うことが不可

欠になる｡一方,当該コミュニケーションに無関係の組

織や人からは,その通信路が論理的に独立性を保ち,企

業のトレードシークレットなどの機密保持やプライバシ

ーの保護を行うことが要求される｡

※1)Javaは,米国およびその他の国における米田SunMicro-

systems,Inc.の商標である｡
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図1 インターネット技術を基盤とした企業情報システム

企業情報システムでは,一企業内のシステムから,他の企業シス

テムとのダイナミックな接続や,一般消費者との間の柔軟な接続が

求められている｡

2.t ハードウェア利用環境

FOREFRONTwithCyberspaceの描く情報システム

は,企業情報システムや社会基盤をはじめとして,家庭

でのパーソナルユースも対象に考えている｡企業情報シ

ステムでは,従来,(1)基幹業務を担うメインフレームコ

ンピュータ,(2)部門システムやグループウエアなどの情

報系システムを支えているサーバシステム,および(3)ユ

ーザーインタフェースを提供するパソコン環境がある｡

家庭や公共サービス窓口などには,パソコンに加えて,

より簡易な機能で構成するPDA(PersonalDigital

Assistant),NC,NetPC※2),従来のテレビ,オーディオ機

器と一体となってくる情報家電,町なかに設置する公衆

用情報機器であるキオスク端末などの新しい機器形態が

使われるようになる｡

ATM(Asynchronous Transfer Mode),ギガビット

Ethernet発:i)などの高速な各種ネットワーク形態や,

ISDN(IntegratedServicesDigitalNetwork)などの電

話網により,各種のハードウェアが相互に接続される｡

2.2 ソフトウェア利用環境

従来のCSS環境では,互いに関連するシステムどうし

※2)NetI)Cは,米国MicrosoftCorp.と米国htelCorp.が

提唱する運用管理コスト削減を目的とした新しい種類

のパソコンである｡

※3)Ethernetは,米同ⅩeroxCorp.の商品名称である｡
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が対となるプログラムを双方に事前にインストールして

いることにより,連携を図っていた｡FOREFRONT

with Cyberspaceが想定するシステム環境は,企業,公

共,家庭システムにまで及び,さまざまな利用形態をダ

イナミックに構成することが要求される｡

また流通ソフトウェア,いわゆる0什the-Shelf(オフ

ザシェルフ)アプリケーションソフトウェアの利用が前

提となり,そのための標準環境をサポートすることが要

求されるとともに,既存ソフトウェア財産の混在も配慮

する必要がある｡

3.これからのシステムに求められる要件

これからのネットワークを中心としたシステムでは,

表1に示す要件が求められている｡特に分散環境を前提

とし,オープンシステムでの各種システムとの連携,既

存システムとの連携,さらに柔軟性,高信頼性,開発の

容易性が重要である｡

3.1サーバ システム アーキテクチャ

サーバシステムは,サービスを提供する側のシステム

であり,企業や公共サービス提供サイドのシステムと考

えることができる｡ここでは特に,(1)高性能,高信頼性,

(2)既存システムとの連携,(3)各種ネットワーク間の連

携,(4)サーバアプリケーション間の連携,(5)セキュリテ

ィ,(6)運用管理機能についての配慮が必要である｡

表1 これからのシステムに求められる要件

今後のシステムには,分散システム上でアプリケーションがスピ

ーディに,柔軟に構築,運用できることが求められる｡

要 件 内 容

分散システムの進展

CSSの進展に伴ってタスクオリ工ンテツ

ドな分散システム開発が普及,システム

間の連携でより高度なアプリケーション
利用

マルチプラット

フォーム

機種に依存しないアプリケーション環境

の構築とOS統一の動きから,アプリケー

ションインタフェース,連携方法の統一

インターネット
インターネットを媒体とした不特定多数
間の情報システムの構築が可能なシステム

ダイナミックな オンデマンドな機能,アプリケーション
クライアント･サーバ の動的な組合せ

スピーディな開発

付加価値競争の拡大に伴ってアプリケー

ションが複雑化,システム開発のコスト
削減,スピーディな開発

基幹業務連携

(レガシー連携)

既存の基幹業務システムを大きく改造す

ることなしに,新しい柔幸欠なアプリケー

ション環境の構築

3.2 ヒューマン インタフェース アーキテクチャ

情報システムに対面するのは,企業にいても家庭にい

ても,あるいは公共サービスを対象としても,一人一人

の人間である｡電話の使い方,食事の道具などと同じよ

うに,家庭,企業,公共機関などによってヒューマンイ

ンタフェースの基本要素が異なるのは不合理である｡自

動車の操作方法が,トラックであれ自家用車であれ,基

本的に変わらないように,ヒューマンインタフェースも

基本的に,柔軟性,容易性,共通性を主体としたもので

なければならない｡

インターネットブラウサがその一つの入口や解となり

つつある｡インターネット利用が急増している理由も,

その簡便さがあげられる｡あらゆるアプリケーション処

理が,ブラウザから操作できることが求められてきてい

る(図2参照)｡

一九 プレゼンテーションの進化は今後とも続く｡今

後,新たなインタフェースの出現にも容易に耐えられる

プラグイン,ネットワークコンセントなどの要素を持っ

たアプリケーションアーキテクチャが望まれる｡

●ハイパーリンク

●HTM+

●静止画

マルチメディアの活用

●音声

●動画
アニメーション 3D(VRML)

パソコン･]NIX*1

●外部アプリケーション呼出し

●ヘルパーアプリケーション

●プラグイン

●スクリプト言語を使用した.プログラム
のネットワークロード部品制御

･Java.J;〕VaSc｢旧t

●ActiveXControl*2.vBScript*3

注:略語説明ほか

HTML(HypertextMarkupLanguage)

3D(ThreeDimensions)

VRML(Vi｢tua】Re∂lityModeli帽Language)
*1UNlXは,×/OpenComp∂nyLimitedがライセンスしている米国

ならびに他の国における登録商標である｡

*2ActiveXは.米国およびその他の国における米国Microso托Corp.
の商標である｡

*3VB(Visua=〕asic)は.米国MicrosoftCorp.の登録商標である｡

図2 クライアントソフトウェア

マルチメディアを容易に利用できるインターネットブラウザに

より,ヒューマンインタフェースは大きく向上した｡

11
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4.今後のシステムを支えるアーキテクチャ

前章で述べた要件を満たすアプリケーション基盤とし

て,日立製作所は図3に示すようなアーキテクチャを推

進している｡このアーキテクチャにより,クライアント

の簡易性,クライアント･サーバ間の接続やシステム拡

張の柔軟性,既存システムとの接続性,システムを通じ

た高信頼性･高性能が実現できる｡

4.1三階層アーキテクチャ

FOREFRONTwithCyberspaceではシステムを三階

層の構成で考えている｡第1層はエンドユーザーのイン

タフェースとなるいわゆるクライアントシステム,第2

層は第1層に対してサービスを直接提供するシステム,

第3層は第2層に対して各種連携する業務やバックエン

ドシステムである｡第1層のユーザーは企業内の利用者,

一般消費者,他社の利用者など不特定多数を想定する｡

第1層と第2層間は,インターネット技術を中心とした

柔軟な接続形態,第2層と第3層の間はシステムの用途

に応じてさまざまな接続構成が考えられる｡インターネ

ットで接続される企業間システム,イントラネット接続,

既存のシステムとの個別なネットワーク接続などが考え

られる｡

第1層のハードウェアは,PC,NC,NetPCに加えて

企業.公共,サービスなど

インターネット
ブラウザ

Jav∂Appletなど

国
企業内

公共

家庭

題

インターネット

イントラネット

エクストラネット

HTTP■
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l10P
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W

W

W

W
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など

S〔〕+

など
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情報家電などの多種のクライアントシステムを想定し,

インターネットブラウザと各種プラグインソフトウェ

ア,第2層から配布されるJavaApplet※4),およびJava

アプリケーションで機能を提供する｡第2層との接続プ

ロトコルはHTTP,SMTP,FTPなどのインターネット

プロトコルに加え,ⅠIOP,メッセージキューイングなど

をサポートする｡

第2層のハードウェアとしては,WindowsNT※5),

UNIXを基本としたオープン環境に適合するシステムを

想定し,WWW機能と分散オブジェクトを中心としたイ

ンターネット･イントラネット基盤機能をベースに各種

アプリケーションを実現する｡企業システムやサービス

プロバイダシステムなどの高性能･高信頼を要求される

新しい業務システムは,この環境をベースに構築する｡

第3層は,メインフレームベースの既存システム,既

存のCSSシステム,第2層と同様なインターネット･イ

ントラネット基盤をベースとしたシステムなどの各種の

システムが位置づけられる｡

※4)Appletは,Java言語で記述されたプログラムである｡

※5)WindowsNTは,米国およびその他の国における米国

MicrosoftCorp.の登録商標である｡

企業内システム

メインフレーム

業務システム

企業内システム

CSS業務

他企業連携,電子取引

W

W

W

オブジェクト

CORBA

第3層

注:略語説明など

HTTP(Hype｢TextT｢8nSfe｢
Protocol)

FTP(FjleTransfe｢P｢OtOCOl)

l】OP(lnte｢netlnteトORB
Protocoけ
ORB(ObjectRequest

B｢Oke｢)

MQ(MessageQueuing)

SMTP(SimpleMajlT｢anfe｢

Protocol)

×DM([×tenSibleData

Manage｢)

SQL(St｢UCtU｢edQue｢y

Language)

*1CORBAは,ObjectMan∂ge-

mentGroupが提唱する分散
処理アーキテクチャの名称で
ある｡

*20penTPlは.分散トランザ
クションモニタである｡

図3 三階層のアーキテクチャと分散オブジェクト

FOREFRONTwithCyberspaceでは,三階層のシステムアーキテクチャとそれを支える分散オジェクトにより,システムの柔軟性,拡張性を実

現する｡

12
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第1層一第2層間が,広範に広がるネットワーク環境で

の柔軟な接続性を実現し,第2層一第3層間では,既存の

情報処理システムを包含して高信頼･高性能環境を提供

するとともに,各種業務への拡張性を柔軟に提供する｡

4.2 分散オブジェクト

第1層から第3層まで統一した連携技術として分散オ

ブジェクト技術を採用する｡これにより,インターネッ

ト,特にHTTPでのインタラクティブアプリケーション

で指摘されているコミュニケーション上の脆(ぜい)弱性

を補う｡分散オブジェクトでは,アプリケーションプロ

グラムに相当するオブジェクトがどのサーバ,どの位置

にあっても,ネットワーク上の存在位置を意識すること

なく,連携をとって相互に利用することができる｡また

IDL(InterfaceDefinitionLanguage)により,オブジェ

クトのインタフェースやふるまいを自由に設定すること

ができるため,柔軟性に優れている｡分散オブジェクト

環境のアプリケーションとメインフレームや,サーバ上

にある既存のアプリケーションとは,ラッピングオブジ

ェクトと呼ばれるインタフェースプログラムによって容

易に結びつけることができる｡

日立製作所は,分散オブジェクト機能としてOMG

(Object Management Group)で標準化されている

CORBA(Common Object RequestI∋roker Architec-

電子取引 認証サーバ 適塾塾,
運用者

消費者

[≡亘亘]

カードホルダ

クライアント

消費者

J■一一■‾

証明書発行

認証局

商品選択

インターネット

決済

幽 艶】
運用者 システム設計者

金融機関

■■--■■

ペイメントゲートウェイ

電子決済

ペイメントゲートウェイ

ture)を用い,トランザクション機能,セキュリティ機能

などの拡張を行い,各種高信頼性が要求されるアプリケ

ーションへの利用を推進している｡

4.3Java/JavaApplet/JavaApplication

Javaは,ネットワーク上でプラットフォームフリーな

プログラムを配布,実現するための言語として注目され

ている｡従来のCOBOL,C,C＋＋などのプログラミン

グ言語を補い,インターネットなどのネットワーク環境

のメリットを最大限に生かす言語として採用している｡

Javaで記述されたプログラムを特に第1,2層システム

間をlト心に用いることにより,アプリケーション機能や

インタフェースに拡張性を実現できる｡

4.4 その他の"FOREFRONTwithCyberspace”を支える技術

その他の3層間で統一的に設定するアーキテクチャ技

術として次の機能を強化している｡

(1)ディレクトリ管理:ネットワーク上での各種管理情

報の関連づけ,連携を可能とするため,LDAP(Light

DirectoryAccessProtocol)ベースに実現している｡

(2)セキュリティ2):暗号,ファイアウォール,認証,ア

クセス制御など,システム全般のセキュリティ機能をア

プリケーションに応じて実現している｡インターネット

上で特定システム･ユーザー間に仮想的に専用綱を実現

するVPN(Vi什ualPrivateNetwork)技術も強化している｡
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図4 日立コマースソリューション

インターネットショッピング環境を実現する日立コマースソリューションを,分散オブジ工クトと+av∂のアーキテクチャ上に開発した｡
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(3)システム運用管理:ネットワークワイドに広がった

システムの稼動管理や障害管理などをつかさどるシステ

ムを実現している｡

(4)エージェントアプリケーション基盤:ネットワーク

上でユーザーに成り代わって種々の判断をダイナミック

に行い,ユーザー側での処理を軽減するための機能とし

てエージェント機能の開発を推進している｡アプリケー

･ションに応じてさまざまな形態があるが,情報検索ワー

クフロー上での業務連携,電子商取引環境での仲介機能

などの応用を想定している｡

5.新しいアプリケーション事例

前述の新しいアーキテクチャを採用したシステムとし

て｢日立コマースソリューション+を1996年10月に発表

した(図4参照)｡これは,消費者と企業間の電子取引を

実現するシステムであり,今回述べている新しいソフト

ウェアアーキテクチャ上に実現している｡このアーキテ

クチャにより,次のことを容易に実現することができる｡

(1)一般消費者は,ブラウザ環境からインターネットを

通じて,電子モール上で安全にショッピングができる｡

(2)一般消費者側,サービス提供側ともに新しいソフト

ウェア,付加機能を適宜追加することができる｡

(3)店舗や金融機関のシステムは,既存のオンラインシ

ステムと容易に連携が可能である｡

企業間電子商取引システム,インターネット バンキン

グ システム,電子図書館システムなどの今後順次開発さ

れるアプリケーション環境でも,このアーキテクチャが

ベースになる｡

6.今後の方向

ネットワークコンピュータや,多様な情報家電の製品

が発表されている｡また,日本電信電話株式会社のOCN

(OpenComputer Network)などの新しい通信サービス

が活況を呈している｡こうした新しい情報処理環境の発

達により,新しい情報サービスや企業情報アプリケーシ

ョンの開発が加速されている｡

ここで述べたソフトウェアアーキテクチャは,FORE-

FRONTwithCyberspaceを支える重要な要素の一つで

あり,今後出てくる新しい機器,ネットワークサービス

などと相まって,高度なアプリケーション環境を実現す

るための核となる技術である｡分散オブジェクトシステ
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ムやJava言語はまだ一般になじみが薄い技術であるが,

これからの情報処理システムとしては,最も基本的な技

術となってくるであろう｡また,DeFactoStandard(実

質標準)化の動きも顕著であり,遠からず,この新しいソ

フトウェア環境でのソフトウェア部品,アプリケーショ

ン部品の流通が活発になってくると思われる｡

7.おわりに

ここでは,今後の情報処理システムの,主にソフトウ

ェアアーキテクチャの動向と,日立製作所の対応につい

て述べた｡

ハードウェアの進展とネットワークの最近の進展には

目覚ましいものがあり,それに呼応して,ソフトウェア

の利用形態も大きく変わってきている｡特にインターネ

ット,イントラネットの進展により,電子商取引が現実

のものとなっている｡ここで紹介した技術やアーキテク

チャは,日立製作所の製品として順次出荷が開始されて

いる｡

今後,さらに広範なアプリケーションの提供を目指し,

このアーキテクチャを中核とした製品を開発していく考

えである｡これにより,ユーザー利用形態の高度化がさ

らに進むものと確信する｡
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